
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日

参

議

院

環

境

委

員

会

環
境
大
臣
が
防
災
担
当
大
臣
、
後
に
法
務
大
臣
を
兼
務
す
る
と
い
う
体
制
は
当
初
か
ら
震
災
へ
の
迅
速
な
対
応
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
後
、
災
害
廃
棄
物
を
必
ず
し
も
迅
速
に
処
理
で
き
ず
、
復

旧
・
復
興
の
足
か
せ
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

本
来
、
本
法
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
そ
の
責
任
に
お
い
て
閣
法
と
し
て
国
会
へ
提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、
立
法
府
が

事
態
の
重
要
性
と
機
動
的
な
対
策
の
必
要
性
か
ら
、
衆
議
院
の
与
野
党
の
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
国
会
へ
提
出
し
た
経
緯
を
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
本
法
を
施
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
省
庁
が
連
携
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
協
力
を
得
て
、
十
分
な

予
算
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
責
任
あ
る
対
応
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
そ
の
運
用
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
は
、
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴
う
社
会
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
律
に

基
づ
く
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
及
び
除
染
に
当
た
っ
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
万
全
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
地
方

公
共
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て
国
に
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
国
は
、
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
民
有
地
除
染
事
業
に
つ
い
て
、
こ

れ
に
要
す
る
計
画
策
定
費
用
、
調
査
費
用
も
含
め
、
費
用
の
全
額
を
国
が
一
旦
負
担
し
た
上
、
国
が
関
係
原
子
力
事
業
者
に

必
要
な
求
償
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
公
有
地
除
染
事
業
に
つ
い
て
、

必
要
な
財
政
上
の
支
援
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
。

三
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
や
除
染
の
措
置
に
関
わ
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
汚
染
状
況
を
踏
ま
え
、

客
観
的
に
、
速
や
か
に
設
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
線
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
さ
れ
る
妊

婦
及
び
子
供
の
特
性
に
十
分
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒
、
学
生
な
ど
の
心
身
の
健
康
・
発
達
へ
の
影

響
を
認
識
し
た
上
、
汚
染
土
壌
の
除
去
な
ど
園
舎
・
校
舎
・
校
庭
等
の
空
間
線
量
率
の
低
減
措
置
を
進
め
る
こ
と
。



四
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
除
染
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
の
協
議
の

上
、
土
壌
や
建
築
物
等
の
み
な
ら
ず
、
道
路
、
河
川
、
湖
沼
、
海
、
港
湾
、
農
地
及
び
山
林
等
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
放
射
性
廃
棄
物
や
こ
の
法
律
に
基
づ
く
除
染
に
よ
り
発
生
し
た
除
去
土
壌
等
の
処
分
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
国
の
責
任

に
お
い
て
最
終
処
分
場
等
を
確
保
す
る
こ
と
。

六
、
国
は
、
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
総
合
的
な
対
策
を
万
全
に
行
う
た
め
に
、
こ
の
法
律
の
権
能
に
応
じ
た
環

境
省
の
組
織
・
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
環
境
大
臣
は
関
係
行
政
機
関
の
長
と
緊
密
な
連
携
協
力
を
図
る
こ
と
。

七
、
国
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
、
継
続
し
た
健
康
調
査
の
実
施
や
疫
学
調
査
の
研
究
を
進

め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
そ
の
職
員
等
の
放
射
線
量
管
理
等
に
係
る
仕
組
み
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

八
、
国
は
、
海
洋
汚
染
対
策
や
地
下
水
汚
染
対
策
な
ど
、
水
、
大
気
、
土
壌
、
生
態
系
な
ど
へ
の
長
期
に
わ
た
る
放
射
性
物
質

の
環
境
汚
染
対
策
の
方
針
を
示
す
こ
と
。

九
、
今
回
の
事
故
に
よ
り
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
へ
の
対
処
と
進
捗
に
つ
い
て
は
、
国
民
へ
の
速
や

か
な
情
報
公
開
を
旨
と
し
、
同
時
に
国
際
社
会
に
向
け
て
の
説
明
責
任
を
も
果
た
す
こ
と
。

十
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
放
射
性
廃
棄
物
処
理
や
除
染
等
の
措
置
等
を
実
施
す
る
た
め
に
、
必
要
な
予
算
を
計
上

す
る
こ
と
。

十
一
、
立
入
り
の
制
限
が
行
わ
れ
る
程
度
に
著
し
い
汚
染
が
生
じ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
除
染
の
完
了
ま
で
の
間
の
汚
染
地

域
住
民
の
生
活
再
建
の
仕
組
み
を
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
。

十
二
、
除
染
の
対
象
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
等
が
協
力
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
等
、
除
染
後

の
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


